
食品による内部被ばくについて体外計測
による調査

• 放射性セシウムは時間とともに体外に排出される。
• 現在、実施しているホールボディカウンタ検査については、
日常的な経口摂取の影響について調べている。

• 1ミリシーベルト以上の数値が測定される原因は、ほぼ食品
由来と考えられる。

Q. もし1ミリシーベルト以上の数値が検出されたら？

A．市場には流通していない放射性セシウム濃度の
非常に高い食品類を多く摂取した可能性がある。
(例)野生のキノコ、山菜類、野生鳥獣(イノシシ、

クマ等）の肉等
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自分で行う内部被ばく防護について

• 放射性セシウムに対する防護
→ 含有量の大きい食品を知ること
→ 同一の食品ばかりを継続して食べないこと
→ 多産地・多品目摂取は大変有効

• 「福島に住むから大きな内部被ばくをする」とは
いえない。特に「消費者」のリスクは低い。空気
からの被ばく量増加は極めて考えにくい。

• 正しい情報の収集は極めて重要

体外計測
による調査

第9回食の安全・安心財団意見交換会（平成24年9月3日）発表資料より作成

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第6章　健康管理


